
　
サ
ウ
ス
ウ
ィ
ン
ド
吹
奏
楽
団
は
、

平
成
4（
1
9
9
2
）年
に
兵
庫
県

立
西
宮
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ

Ｂ
を
中
心
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
音
を
楽
し
む
」
こ

と
。
聴
い
て
い
る
人
も
充
分
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
音
楽
で

世
界
旅
行
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
各

国
の
音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
、
ダ
ン

ス
や
寸
劇
を
交
え
る
な
ど
し
て
演

奏
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
で
33
年
目
を
迎
え
、
令
和

６
年
10
月
６
日（
日
）に
は
、
第
30

回
定
期
演
奏
会
を
ア
ミ
テ
ィ
・
ベ

イ
コ
ム
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
公
民
館
や
介
護
福
祉
施
設
で
の

演
奏
の
機
会
も
あ
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
育
て
ら
れ
た
と
感
謝
し
つ

つ
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　
現
在
は
、
広
く
一
般
か
ら
約
60

人
の
団
員
が
在
籍
し
て
お
り
、

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
友
情
」
の
下
、

花
見
な
ど
の
親
睦
会
も
開
催
し
て

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
団

員
募
集
中
で
す
。
私
た
ち
と
音
楽

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
♪

　
鳴
尾
吹
奏
楽
団
は
平
成
11
年
、

県
立
鳴
尾
高
等
学
校
が
、
県
の
地

域
振
興
事
業
の
一
環
で
、
一
般
か
ら

吹
奏
楽
経
験
者
を
募
集
し
て
創
団

し
ま
し
た
。
現
在
は
鳴
尾
高
等
学

校
か
ら
独
立
し
、
鳴
尾
北
小
学
校

の
ふ
れ
あ
い
教
室
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
10
〜
70
代
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
団
員
が
、
吹
奏
楽
を
楽
し

む
た
め
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
年
１
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
は
５
月
18
日
に
、

第
13
回
目
と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

な
る
お
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
夏
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
で
も
演
奏
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
演
奏
は
、
音
楽
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
な
じ
み
の
あ
る
曲

を
選
び
、
曲
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
衣
装
を
着
る
、
手
作
り

の
イ
ラ
ス
ト
や
小
物
を
使
う
な
ど

の
演
出
を
し
、
聴
い
て
い
る
皆
さ

ん
と
心
を
合
わ
せ
て
音
楽
を
楽
し

み
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
演

奏
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
団
員

の
子
ど
も
や
孫
た
ち
、
そ
の
仲
間

の
皆
さ
ん
が
曲
に
合
わ
せ
て
ダ
ン

ス
を
踊
る
な
ど
、
演
出
の
幅
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

音楽のある街 in なるお ①
鳴尾にある二つの吹奏楽団

サウスウィンド吹奏楽団 ＆ 鳴尾吹奏楽団

アミティ・ベイコムホールで昨年開催された第29回定期演奏会

なるお文化ホールで開催された第13回定期演奏会

鳴尾地域には、いろいろ
なジャンルの音楽活動を
通じて地域の活性化に貢
献している人やグループ
が多くいます。その活動
を紹介するコーナーです。
1回目は吹奏楽団です。

団
員
団
員　募

集
中
‼

　募
集
中
‼

　
　サ
ウ
ス
ウ
ィ
ン
ド

　
　
　
　
　
　吹
奏
楽
団

　
　
　鳴
尾
吹
奏
楽
団
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鳴
尾
浄
水
場
か
ら

国
道
２
号
ま
で

　
歩
き
始
め
は
鳴
尾
浄
水

場
か
ら
の
旧
甲
子
園
ホ
テ

ル（
武
庫
川
女
子
大
学
甲

子
園
会
館
）で
す
。

　
鳴
尾
新
川
の
春
は
桜
並

木
が
美
し
く
、
そ
の
満
開

の
花
の
間
か
ら
旧
甲
子
園

ホ
テ
ル
が
望
め
、
立
派
な

屋
上
か
ら
か
つ
て
宿
泊
客

が
花
見
を
楽
し
ん
で
い
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
時
は
移
っ
て
も
、
目
の

前
の
枝
川
樋
門
に
今
も
静

か
に
花
び
ら
が
舞
っ
て
い

ま
す
。
新
川
の
暖
か
な
春

の
景
色
だ
け
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　
桜
並
木
を
後
に
、
堤
防

の
上
ま
で
少
し
足
を
運
ぶ
と
、「
ふ

る
さ
と
桜
づ
つ
み
回
廊
」
の
宣
言

文
が
刻
ま
れ
た
立
派
な
石
碑
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
眼
下
の
桜
並
木
を
一
度
眺
め
て

か
ら
来
た
道
を
戻
り
、
鳴
尾
浄
水

場
、
旧
甲
子
園
ホ
テ
ル
前
の
旧
枝

川
跡
の
道
を
下
っ
て
行
く
と
、
周

り
は
塀
を
巡
ら
し
て
お
り
、
車
の

け
ん
騒
を
聞
く
こ
と
も
な
い
住
宅

地
。
中
に
は
５
m
以
上
の
シ
ュ
ロ

の
木
が
印
象
的
な
南
欧
風
の
家
も

建
っ
て
い
ま
す
。

　鳴尾新川は小曽根線とともに鳴尾地域の東部を南北に縦断してい
ます。水源の鳴尾浄水場から上田北ポンプ場までに国道２号、旧国
道、国道43号、臨港線と４本の幹線道路を越えて流れています。
　今回、第２部では、これらの幹線道路ごとに、鳴尾東部の町景色を
拾ってみましょう。

第2部
鳴尾新川を歩く

『宮っ子』鳴尾編集員がつづる

　
そ
の
ま
ま
坂
を
下
っ
て
行
く
と

左
側
に
美
し
く
整
備
さ
れ
た
植
込

み
が
続
き
、
細
い
柱
列
が
美
し
い

武
庫
川
女
子
大
学
建
築
学
部
の
建

物
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
坂
道
は
、
程
な
く
国
道
２
号
の

交
差
点
に
突
き
当
た
り
、
右
側
に

は
、
気
が
付
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て

し
ま
い
そ
う
な
一
辺
が
15 m
に
も
満

た
な
い「
戸
崎
公
園
」が
あ
り
ま
す
。

標
識
に
旧
鳴
尾
村
の
名
残
で
し
ょ

う
「
鳴
尾
財
産
区
有
地
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
公
園
に
立
っ
て
四
方
を
見
渡
す

と
、神
戸
方
向
は
下
り
坂
が
続
き
、

視
線
の
先
に
美
し
い
六
甲
の
山
並

み
が
望
め
、
反
対
側
の
武
庫
川
堤

防
に
向
か
っ
て
登
っ
て
い
く
と
、

大
正
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
武
庫
大
橋
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
正
面
の
小
曽
根
線
は
ほ
ぼ
平

坦
で
、
ま
っ
す
ぐ
南
へ
走
っ
て
い

ま
す
。

国
道
２
号
か
ら
旧
国
道
ま
で

　
国
道
２
号
を
南
へ
渡
り
、

ま
っ
す
ぐ
に
行
か
ず
、
左
手
に

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
ふ
る
さ
と
桜
づ
つ
み
回
廊
と

は
、
平
成
3
（
1
9
9
1
）
年

度
か
ら
平
成
12
年
度
に
か
け
て
、

瀬
戸
内
海
か
ら
日
本
海
を
結
ぶ

延
長
約
1
7
0
km
の
河
川
沿
い

（
武
庫
川
〜
篠
山
川
〜
加
古
川

上
流
〜
円
山
川
）
を
、
約
5
万

本
の
桜
で
つ
な
い
で
い
る
桜
並

木
で
す
。

鳴尾浄水場国道2号

旧国道

白池ポンプ場

武庫大橋

戸崎公園

学文
公民館

鳴尾御影線

本郷
学文
筋

小
曽
根
線

小
曽
根
線

①
②

③④
⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

⑪

県立鳴尾高校

枝川樋門跡

※太線が鳴尾新川

①石碑
②旧甲子園ホテル
③武庫川�女子大学

建築学部
④戸崎公園
⑤路地への階段
⑥小曽根緑地
⑦白山姫神社
⑧５差路
⑨洋菓子店
⑩鳴尾北小学校
⑪学文公民館

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
財
産
区
は
町
村
合
併
に
際

し
、
新
市
町
に
編
入
さ
れ
る

こ
と
を
拒
否
し
て
、
旧
町
村

単
位
で
財
産
区
を
つ
く
る
場

合
に
生
じ
た
も
の
で
す
。

垣
間
見
る
旧
甲
子
園
ホ
テ
ル

〒663-8186　西宮市上鳴尾町4番31号
（阪神電鉄鳴尾・武庫川女子大前駅北へ徒歩5分）

TEL（0798）47-1767（代表）
https://www.meiwa-hospital.com

訪問看護センター 明和
〒663-8179　
西宮市甲子園九番町15番22号
TEL （0798）47-1812（代表）

明 和 病 院
●在宅療養者の健康管理
●床擦れの予防・処理
●介護認定者のケアプラン
　の作成
●在宅療養・介護保険に
　関するご相談等

看護師・看護助手・その他職種を募集しています。
詳しくは当院・人事企画課（℡47-9523）までお問い合わせください。

指定居宅介護支援事業所

広告
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1
0
0
m
ば
か
り
進
む
と
、
30
段

ほ
ど
の
無
機
質
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
階
段
が
右
手
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　
ま
っ
す
ぐ
続
い
て
い
る
路
地
へ

向
か
っ
て
そ
の
ま
ま
下
り
て
行
く

と
、
そ
こ
は
谷
底
の
よ
う
で
、
左

手
の
武
庫
川
の
堤
防
が
見
上
げ
る

よ
う
な
高
さ
に
な
り
ま
す
。

　
路
地
は
西
側
の
小
曽
根
線
と
並

行
し
て
い
て
、
辺
り
で
は
新
川
の

せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。

新
し
い
様
式
の
家
が
多
く
、
そ
の

た
め
か
、
家
並
み
に
陰
影
が
感
じ

ら
れ
ず
、
平
面
的
で
す
っ
き
り
し

て
い
ま
す
。
最
近
の
家
の
多
く
は

窓
に
軒
が
な
く
、
瓦
屋
根
で
も
な

い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
路
地
か
ら
も
う
1
本
堤
防
沿
い

に
入
る
と
、
白
池
揚
水
ポ
ン
プ
場

や
、「
小
曽
根
緑
地
」
と
表
示
し
て

あ
る
狭
小
な
公
園
が
ポ
ツ
ン
と
あ

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
少
し
行
っ
て
、

横
道
に
入
る
と
白
衣
の
主
人
が
出

て
き
そ
う
な
、
雰
囲
気
の
あ
る
理

髪
店
が
あ
り
ま
す（
昭
和
の
時
代
、

理
容
師
は
み
ん
な
白
衣
を
着
て
い

ま
し
た
）。

　
元
の
道
へ
戻
り
、「
白
山
姫
神
社
」

の
あ
る
小
曽
根
町
４
丁
目
に
入
り

ま
す
。
神
社
の
境
内
は
、
本
殿
を

中
心
に
見
事
な
左
右
対
称
を
成
し

て
お
り
、
手
水
舎
に
あ
る
水
口
の

竜
は
、
大
き
さ
、
細
工
と
も
に
見

事
で
、し
ば
し
足
が
止
ま
り
ま
す
。

　
す
ぐ
隣
に
は
、
こ
れ
も
見
事
な

焼
き
杉
の
外
壁
が
続
く
細
い
路
地

が
あ
り
、
遠
く
か
ら
祭ま

つ
り

囃ば
や

子し

の
笛

の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
こ
こ
で
新

川
の
流
れ
に

戻
る
た
め
、

小
曽
根
線
を

横
断
し
、
鳴

尾
御
影
線
を

過
ぎ
、
若
草

町
２
丁
目
に

入
り
ま
す
。

こ
の
町
の
新
川
は
、
気
持
ち
の

い
い
ほ
ど
本
郷
学
文
筋
を
二
つ
に

割
っ
て
旧
国
道
に
向
か
っ
て
流
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
風
景
も
姿
を
消

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
暗
き
ょ
と
な
っ
て
地
下
を
流

れ
、
川
面
の
き
ら
め
き
は
記
憶
で

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
本
郷
学
文
筋
に
は
新
川
以
外
に

記
憶
に
残
る
、
信
号
の
な
い
５
差

路
の
交
差
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

を
初
め
て
通
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ハ

ン
ド
ル
を
握
る
手
が
汗
ば
ん
で
い

そ
う
で
す
。

　
そ
の
一
角
に
、
レ
ン
ガ
色
の
壁
に

縦
じ
ま
の
日
よ
け
が
大
き
く
張
り

出
し
た
洋
菓
子
店
が
あ
り
ま
す
。

西
宮
、
芦
屋
、
神
戸
は
洋
菓
子
の

メ
ッ
カ
と
も
い
え
る
地
域
で
、
住

宅
街
に
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
洋
菓

子
店
。
見
て
い
る
と
、
訪
れ
る
人

た
ち
は
駅
前
な
ど
と
違
い
、
目
当

て
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
か
、
少

し
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
店

内
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
誘
わ
れ

て
、
思
わ
ず
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を

頬
張
り
な
が
ら
新
川
を
そ
ぞ
ろ
歩

き
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
流
れ
に
沿
っ
て
本
郷
学
文
筋
を

下
る
と
、
公
民
館
ら
し
い
律
儀
な

建
物
が
見
え
て
き
ま
す
。
学
文
公

民
館
で
す
。
地
域
住
民
と
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
で
す
。

　
そ
の
横
は
、
鳴
尾
北
小
学
校
の

広
い
校
庭
が
続
き
ま
す
。
門
の
そ

ば
ま
で
行
っ
て
み
る
と
、
校
舎
の

上
に
広
が
る
遮
る
も
の
の
な
い
空

は
、
秋
の
夕
暮
れ
に
は
き
っ
と
見

事
な
茜あ

か
ね

色
で
校
庭
を
染
め
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
暗
き
ょ
の
工
事
中
の
た
め
、
石

垣
が
取
り
払
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
新
川
の
横
を
過
ぎ
る
と
旧
国
道

で
す
。

　
第
２
部
で
は
、
旧
国
道
ま
で
の

街
並
み
を
歩
き
ま
し
た
。
次
回
、

第
３
部
で
は
、
旧
国
道
か
ら
国
道

43
号
、
臨
港
線
を
越
え
て
、
北
部

と
違
う
街
並
み
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　
洋
菓
子
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

系
、
ス
イ
ス
系
、
ド
イ
ツ
系
、

ロ
シ
ア
系
な
ど
が
あ
り
、
そ

の
発
祥
は
港
町
神
戸
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。
最

近
で
は
、
ネ
オ
和
菓
子
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

縦じまの日よけが目印の洋菓子店

路地への階段路地への階段

小曽根線、鳴尾御影線が交わり小曽根線、鳴尾御影線が交わり
本郷学文筋が始まる交差点本郷学文筋が始まる交差点

広告

鳴尾浜産業団地内に 
立地する企業で構成 

環境保全（清掃活動） 
周辺住民との融和と協議（自治会等との連携） 
交通安全、防犯、防火、防災  
団地内従業員の福利厚生 

鳴 尾 浜 連 絡 会 
 会長　本杉　成美

西宮市鳴尾浜1丁目25番1〔テクオス㈱内〕
TEL 0798-46-5555 

健康で安心な地域を目指し次の活動を行っています。 

　  第385号 令和 6年 7月 1日コミュニティなるお⑶⑶



　４月５日、６日に阪神電気鉄道主催により、甲子園
エリアの公道で初めて行われました。魅力あふれる

沿線の実現を目指す一環として、自動運転の実用化に向けた
取り組みが推進されています。
　自動運転小型EVバスは、あらかじめ作成された高精度３
次元地図に沿って、全長約２.６Kmの距離を最高速度２０
Kmで走行し、２日間で合計２２３人が参加していました。

　鳴尾町1丁目の国道43号沿いの北側にある武庫川
女子大学・

学校教育館の西隅
に鳴尾いちごのプ
レートがあり、金網
越しに、南北に延び
る２本の畝

うね
で鳴尾

いちごを大切に育
てています。
　取材時には白い
花が咲いていまし
た。やがて黄色っぽ
いイチゴの実が
なって、育つうちに
赤色に熟します。
　鳴尾いちごは、屋
上でもさらに大規
模に栽培されてい
るようです。

　高須地区社会福祉協議会が主催している高須子育
てひろば“レインボー・キッズ”は、「親と子どもたちが楽しく
遊びながら、また、お母さん同士も友だちの輪を広げましょ
う！子育て孤独を作らないためにと始めた集まりです」と貴
山好江会長は話しました。お母さんの相談に、高須東・高須
西保育所、高須の森保育園、ドレミ保育園、パドマ・ナーサ
リースクール、高須児童センターが協力しています。
　気軽にのぞいてください。年間開催予定のパンフレット
を用意しています。
　開催日：毎月第２・４木曜日（祝日・年末年始はお休み）
　場　所：高須公民館講堂
　会　費：年1回 １００円（1家庭）
　問い合わせ先：  高須こだま　☎︎４３－００１４ 

（毎週火・金曜日9：30～12：30）

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

♪みんなで元気に遊びましょう♫

自動運転実証実験

鳴尾いちごの栽培

金網の中で鳴尾いちご栽培中

白い花が咲き 実になり赤くなる

親
子
で
参
加

高
須

甲
子
園
浜

鳴
尾
西

広告

９9０ １，1００

第385号 令和 6年 7月 1日 　コミュニティなるお ⑷



　上鳴尾墓地の南西
に「十四代目小野川調五郎
墓」と記された大きな墓石が
あります。
　調五郎は、でっち奉公して
いた鳴尾の酒屋の主人・辰馬
烈
れっ
叟
そう
の 助 言 で 明 治13

（1880）年、大阪相撲の小野
川部屋に入門し、「辰鱗（たつ
うろこ）」と名乗りました。
　その後、「八陣」を襲名し、
大関に昇進。明治29年に大
阪相撲協会が横綱に推挙しますが、当時の免許発行元で
あった東京相撲協会が拒否したため、30年９月に日本相
撲の祖神をまつる福岡県の真理教へ横綱免許の授与を請
うという異例の措置を取り、新横綱・八陣調五郎が誕生し
ました。
　調五郎は、在位５年、６場所で横綱を張り、引退後は小野
川を襲名、小野川部屋を継いで、後進の指導に当たりまし
た。その後59歳で亡くなるまで鳴尾村で過ごしました。
� （参考文献…「鳴尾村誌」）

甲子園浜でシギ、チドリの観察
会が５月６日にあり、28人の愛好者
が集まりました。当日は曇り空で心配
しましたが、運よく雨も降らずに決行
でき、最高の観察会でした。
　午前中は、30分ほど杉田義彦講師
（日本野鳥の会）による、甲子園浜に飛
来する野鳥たちの状況についての講
義。その後、遊歩道から観察しました。
　参加者たちは興味ある話に熱心に
耳を傾けていました。

　　当日、甲子園浜に飛来
した鳥は、チュウシャク
シギ、イソシギ、コチドリ
他、16種類が観察でき
ました。
　甲子園浜では、地域の
人々が自然環境の保全に
努力しています。

　岡太神社は、旧
国道沿いにある神
社で、古木が生い
茂る鎮守の社で
す。毎年10月11日
に執り行われる
「一 時 上 臈 」は、
前々日の９日に頭
屋と呼ばれる南北
の氏子が御幣を
作って奉納するも
のです。以前は奉納行列が行われていましたが、今は神社
での神事のみ行われています。
　「一時上臈」とは神前に供される男女の人形であり、遠
い時代に存在したかもしれない人身御供が神事として伝
えられたものです。災害の多い土地で、安寧の暮らしを祈
る先人の思いが伝わってきます。今は「一時上臈保存会」
の皆さんで神事を行っていますが、高齢化により保存会
の人数も減ってきており、次世代への引き継ぎが課題だ
ということです。� （参考文献…「鳴尾村誌」）
※手伝いができる人は、岡太神社までお問い合わせください

　年々、閉じられたシャッターが増えていく「みやこ商
店街」。かつては、地域外からも多くの人が訪れた大き
な繁華街でした。
　その一角に、鮮魚店や総菜屋などが数多く軒を連ねた市場
通りがありました。当時は行き交う人たちが肩を擦れ合い、時
には迷子も出たかもしれません。それがパルマートです。
　数年前から真っ暗なシャッター通りとなって久しかったの
ですが、最近数カ所に建築足場が組まれ、建物の半分くらい
が取り壊されています。新しく建つのは、おそらく店舗ではな
く、集合住宅のようです。
　笠屋町ではみやこ商店街付近が今、集合住宅の建設ラッ
シュです。あと数年もすれば住宅街にその趣が変わり、小さな
子どもたちが元気よく駆け回る姿を見かける町になることで
しょう。

編 集 員 が 選 ぶ 鳴 尾 北 地 区 の 名 所

鳴尾から生まれた横綱

甲 子園浜に 甲 子園浜に 
飛来する野鳥たち飛来する野鳥たち

伝統を守る　岡太神社「一
いっ

時
とき

上
じょう

臈
ろう

」

昭和40年代まで行われていた奉納行列

チュウシャクシギ

キョウジョシギ

ミサゴ（奥）が獲得した獲物を狙うカラス

光 陰 矢 の 如 し

お地蔵様もお引っ越し？ 突き抜けるクレーン

上
鳴
尾
墓
地
に
あ
る
調
五
郎
の
墓
石

鳴
尾
北

小
松

南
甲
子
園

鳴
尾
東

広告
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西
宮
青
年
生
活
学
級
　
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

問
い
合
わ
せ
先
：「
西
宮
青
年
生
活
学
級
」
西
宮
市
地
域
学
習
推
進
課
６
４
・
９
４
８
２

　「
西
宮
青
年
生
活
学
級
」
は
市

の
主
催
事
業
で
、
18
歳
以
上
の
知

的
障
が
い
の
あ
る
市
内
在
住
・
在

勤
の
人
を
対
象
に
、
社
会
経
験
の

機
会
、
集
団
行
動
や
社
会
生
活
上

の
ル
ー
ル
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
昭
和
47（
1
9
7
2
）年
に
、
障

が
い
児
と
健
常
児
の
交
流
に
携

わ
っ
て
い
た
市
立
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
巽
幸
一

氏（
故
人
）の
呼
び
か
け
で
活
動
が

始
ま
り
、
昭
和
48
年
、
第
1
回

「
西
宮
青

年
生
活
学

級
」
が
開

講
し
ま
し

た
。
令
和

５
年
に
50

周
年
を
迎

え
、
今
年

２
月
18
日

に
「
西
宮
青
年
生
活
学
級
50
周
年

記
念
式
典
」
を
鳴
尾
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
17
日
に
、
西
宮
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
グ
ル
ー
プ
雑

草
」
主
催
の
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
鳴
尾
公

民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
グ
ル
ー
プ

雑
草
」
は
、

西
宮
青
年
生

活
学
級
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
意
思

疎
通
を
図
る
た
め
、
昭
和
52
年
に

結
成
。
各
行
事
の
事
前
準
備
や
企

画
・
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
て
、

主
な
活
動
拠
点
は
鳴
尾
公
民
館
で

す
。

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、「
大

阪
み
ん
な
の
会（
本
人
活
動
の

会
）」
メ
ン
バ
ー
の
壷
井
一
平
さ

ん（
55
）に
よ
る
腹
話
術
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
人
グ
ル
ー
プ
の
「
フ
ァ

ン
デ
リ
ー
ズ
」
に
よ
る
「
み
ん
な

で
歌
い
ま
し
ょ
う
」
で
は
、
学
級

生
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
演
奏

す
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
学
級

生
が
自
由
に
踊
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
も
あ

り
、
懐
か
し
い
メ
ン
バ
ー
と
の
再

会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
、
池
開
町

自
治
会
館
の
玄
関
に
、
カ
ラ
フ
ル

な
の
れ

ん
が
か

か
り
ま

す
。
私

の
目
が

悪
い
の

か
、
右

か
ら「
れ

あ
い
サ
ロ
ノ
」
と
読
め
ま
す
。
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
と
玄
関
の
引

き
戸
を
開
け
る
と
、
1
階
に
は
誰

も
い
ま
せ
ん
。
2
階
か
ら
「
ヒ
ザ

を
伸
ば
す
運
動
1
・
2
・
3
…
」

と
声
が
。
急
な
階
段
を
2
階
へ
上

が
る
と
、
皆
さ
ん
椅
子
に
座
っ
て
、

テ
レ
ビ
画
面
を
見
な
が
ら
西
宮
い

き
い
き
体
操
の
真
っ
最
中
で
し
た
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
の
一
つ

で
す
。

　
月
末
の
金
曜
日
は
本
来
の
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
で
、
外
に
出
な
い
人

が
出
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に

と
お
茶
会
を
し
て
い
て
、
4
月
は

み
ん
な
で
廣
田
神
社
の
コ
バ
ノ
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
を
見
に
行
っ
た
そ
う

で
す
。

　
毎
月
第
1
と
第
3
木
曜
日
は
、

飲
酒
オ
ー
ケ
ー
の
カ
ラ
オ
ケ
部
が

活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
三
つ
の
活
動
が
池
開
町
の
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
で
す
。
代
表

の
田
中
一
哉
（
女
性
）
さ
ん
が
話

し
ま
し
た
。

広田山公園のコバノミツバツツジ見物声を張り上げ口腔ケア

ひ
ざ
伸
ば
し
運
動
、き
つ
い
ん
で
す

カラフルなのれん

50周年記念式典の写真50周年記念式典の写真

腹話術と歌唱を披露腹話術と歌唱を披露

鳴
尾
・
ふ
し
ぎ
発
見
①

　
　
　
　
　
　��

（
鳴
尾
西
）

広告

浜甲子園支店 〒663－8184   西宮市鳴尾町4丁目13番23号
電話（0798）40－6666   FAX（0798）40－6665

地域の 文化・教育・環境 など、元気な地域づくりに貢献します。
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ダ
ー
ツ
の
目
的
は
、
教
育
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
メ
ン
タ
ル
な
標
的

競
技
で
、
大
脳
皮
質
に
対
す
る
刺

激
、
集
中
力
強
化
な
ど
の
向
上
に

加
え
て
、
競
技
マ
ナ
ー
な
ど
が
身

に
付
く
な
ど
、
青
少
年
に
と
っ
て

幅
広
い
機
能
向
上
に
あ
り
ま
す
。

　
メ
ン
タ
ル
な
標
的
競
技
と
し

て
、
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て

中
・
高
等
学
校
で
も
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　
的
ま
で
2
3
7
㎝
、
的
の
高
さ

１
６
３
㎝
で
、
ダ
ー
ツ（
矢
）を
投

げ
て
点
数
を
稼
ぐ
競
技
で
す
。

ダ
ー
ツ
を
３
本
投
げ
る
間
に
、
い

か
に
集
中
し
て
投
げ
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
競
い
合
い
ま
す
。

　
南
甲
子
園
地
区
で
は
、
南
甲
子

園
小
学
校
２
階
講
堂
で
毎
週
土
曜

日
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
取
材
当
日
の
出
席
者
は
12
人
。

中
高
年
の
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
的

を
め
が
け
て
矢
を
投
げ
る
姿
が
真

剣
で
す
。

　
南
甲
子
園
公
民
館
で
は
、
毎
週

木
曜
日
に
会
員
が
練
習
を
し
て
い

ま
す
。

　
老
若
男
女
、
年
齢
に
関
係
な
く

手
軽
に
で
き
る
室
内
ゲ
ー
ム（
ス

ポ
ー
ツ
）で
す
。

　
愛
好
者
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
鳴

尾
地
域
内
で
も
数
箇
所
で
ダ
ー
ツ

の
会
が
誕
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ゲ
ー
ム
感
覚
で
で
き
る
ダ
ー

ツ
。
世
代
を
超
え
て
、
楽
し
い
和

が
で
き
ま
す
。
会
員
募
集
中
♡

★
お
問
い
合
わ
せ
は

南
甲
子
園
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
会
長

�

道
中 

義
一

☎︎
０
９
０
・
３
６
２
１
・
８
３
０
８

気
軽
に
、見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練習日  南甲子園小学校講堂２階 毎週土曜日 13:00 ～
南甲子園公民館１階 毎週木曜日

鳴尾地域　サークル活動めぐり⑦鳴尾地域　サークル活動めぐり⑦

　
鳴
尾
連
合
自
治
会
総
会
が
５
月

23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
事
業
・
会
計
決

算
報
告
と
監
査
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と

予
算
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

◆
新
役
員
紹
介

　
会
　
　
計
　
　
　
岡
田
　
孝
二

　
監
　
　
事
　
　
　
牧
野
　
保
代

　「
鳴
尾
連
合
自
治
会
表
彰
等
に

関
す
る
取
り
扱
い
要
綱
」
に
基
づ

き
、
左
記
７
人
に
表
彰
状
と
感
謝

状
を
授
与
し
ま
し
た
。

◆
表
彰
状

　
岸
　
　
利
之
　
甲
子
園
一
番
町

　
伊
藤
誠
之
助
　
花
園
町

　
樋
口
　
　
満
　
小
松
北
町

　
米
原
　
正
純
　
東
鳴
尾
町
１
丁
目

　
今
井
　
利
夫
　
甲
子
園
六
番
町

◆
感
謝
状

　
古
賀
　
泰
輔
　
甲
子
園
番
町
会

　
稲
見
　
文
隆
　
甲
子
園
四
番
町

令
和
６
年
度

鳴
尾
連
合
自
治
会
総
会
を
開
催

南甲子園スポーツクラブ21　ダーツの会
　ダーツとは、円形のダーツボード（的）を狙ってダーツ（矢）を投げて、
得点を競う室内ゲームです。

南甲子園公民館１階で練習に励んで
います
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編
集
後
記

　『
宮
っ
子
』鳴
尾
地
域
版
を
お
読

み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　「
新
川
を
歩
く
」第
２
部
は
、新

川
に
沿
っ
て
町
の
情
景
を
描
写
し

ま
し
た
。こ
の
地
域
は
住
宅
街
で
、

立
体
的
な
描
写
が
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
が
、今
回
は
町
か
ら
感
じ

る「
色
」に「
季
節
」を
絡
ま
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
出
て
く
る
枝
川
樋
門
で

は
春
と
桜
色
を
そ
の
ま
ま
に
書

き
、無
機
質
の
階
段
で
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
灰
色
を
、ま
た
理
髪
店

主
の
白
衣
の
白
、神
社
隣
の
細
い

路
地
は
焼
き
杉
の
黒
を
書
き
ま
し

た
。

　
洋
菓
子
店
で
は
、カ
ラ
フ
ル
な

イ
メ
ー
ジ
を
連
想
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。鳴
尾
北

小
学
校
は
季
節
の
秋
と
茜あ

か
ね

色
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
書
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
は
、季

節
だ
け
で
な
く
、朝
夕
だ
け
で
も

同
じ
町
が
違
う
表
情
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。普
段
の
道
を
、街
の
表
情

を
感
じ
な
が
ら
歩
く
だ
け
で
も
新

し
い
感
動
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
思
い

出
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
喜
び
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

★ 7 27 土 13:30～15:30

「夏休み理科工作教室」
～プロペラで走るレーシングカーを作ろう～
対象：西宮市在住小学校高学年　定員：10人
申し込み：7月12日（金）10:00～電話にて受け付け
※1人で2名まで申し込み可
材料費：700円（当日徴収）

JSME 関西シニア会　理工教室
谷口　邁
岩堀　宏治
田岡　鉄夫

鳴尾公民館
℡47－3838

7 13 土 13:30～15:00
いざという時に役立つ救急救命法
～心肺蘇生法とAEDの使い方～
定員：40人　当日受け付け（開始20分前より）

元西宮市消防局長
兵庫県防災士会理事　岸本　正

鳴尾東公民館
℡49－1300

★ 7 29 月 10:00～12:00
工作教室　作って遊ぼう空気鉄砲
対象:小学生　定員：20人
申し込み：7月2日（火）9:00～来館にて受け付け
持ち物:ペットボトル（500ｍl程度のもの）、紙パック（1リットル程度のもの）

日本ボーイスカウト西宮第9団
団委員長　高田　幹生

★ 8 8 木 10:00～11:30

カマキリ博士の気象講座
気象の基本を知って気象を予測して災害を防ごう
対象:年長～小学生

（ただし、年長、小学校低学年は保護者同伴）
定員：30人　申し込み:7月8日（月）9:00～来館にて受け付け
材料費：300円（当日徴収）

昆虫科学研究センターISRC代表
渡部　宏

7 29 月 10:00～11:30
審判・マスク越しに見た甲子園
～阪神甲子園球場 100周年に寄せて～
定員：50人　当日受け付け

日本高等学校野球連盟
元審判規則委員長
木嶋　一黄

南甲子園公民館
℡49－4741★ 8 1 木 10:00～11:30

夏休み工作
～走れ！ペットボトル・登れ！パンダ～
対象：小学3年生～6年生　　定員：20人
申し込み：7月22日（月）10:00～11:00、来館にて受け付け
※1人で2名まで申し込み可
持ち物：ハサミ・木工用ボンド・鉛筆・定規・持ち帰り袋・飲み物

元西宮市立小学校校長  
岡本　幸夫

9 7 土 10:00～11:30
親子防災
～守るべき命、そのための行動と知識を親子で学ぶ～
対象：親子（一般も可）　定員：50人　当日受け付け

防災士　東　徹夫

★ 8 9 金 13:30～15:30
じいちゃんの工作教室
工作内容
水てっぽう・スーパーロケット・どんぐりのやじろべえ・かざ車など
対象：年中～小学生（保護者との参加も可）　定員：30人
申し込み：7月26日（金）9:30～来館にて受け付け
材料費：400円（申し込み時徴収）

じいちゃんの手づくりおもちゃ代表
牧本　繫満

学文公民館
℡41－6050

7 25 木 14:00～15:30 社会講座　〔親子でつくるエンディングノート〕
定員：50人　当日受け付け

ファイナンシャルプランナー
末藤　智也

高須公民館
℡49－1312

8 20 火 14:00～15:30 科学講座　〔宇宙の話〕
定員：50人　当日受け付け 理学博士　松田　准一

8 29 木 14:00～15:30 絵本読み聞かせ講座
定員：50人　当日受け付け

元高須南小学校教諭
曲里　由喜子

9 8 日 14:00～15:30 演芸講座　〔南京玉すだれ〕
定員：50人　当日受け付け

八房流　南京玉すだれ
八房　小春

【地域医療講座】講師：明和病院医師（明和病院の協力を得て開催している講座です）

8 28 水 14:00～15:30 「感染症対策」　～今日から出来る感染症対策～
定員：60人　当日受け付け

感染防止対策室
感染管理専従看護師　奥田　久美子

鳴尾公民館
℡47－3838

9 4 水 14:00～15:30 「感染症対策」　～今日から出来る感染症対策～
定員：40人　当日受け付け

感染防止対策室
感染管理専従看護師　奥田　久美子

学文公民館
℡41－6050
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阪神｢鳴尾 · 武庫川女子大前｣駅 徒歩 6分
西宮市小松西町 2-6-52

0120-01-3242
株式会社阪急メディアックス

高架下でも静かで快適P15 台 安置室あり

45*181mm

第385号 令和 6年 7月 1日 　コミュニティなるお ⑻


